
ふ
じ
わ
ら
き
ゅ
う

奈
亭

藤
原
宮

跡

１
　
所
在
地
　
　
　
奈
良
県
橿
原
市
高
殿
町

２
　
調
査
期
間
　
　
第

一
四
二
次
調
査
　
一
一〇
〇
六
年

（平
１８
）
四
月
～
七
月

３
　
発
掘
機
関
　
　
奈
良
文
化
財
研
究
所
都
城
発
掘
調
査
部

４
　
調
査
担
当
者
　
代
表
　
里
（淳

一
郎

５
　
遺
跡
の
種
類
　
宮
殿
跡

６
　
遺
跡
の
年
代
　
飛
鳥
時
代

７
　
遺
跡
及
び
木
簡
出
土
遺
構
の
概
要

今
回
報
告
す
る
調
査
は
、
藤
原
宮
大
極
殿
院

・
朝
堂
院
地
区
の
再
調
査
の
九

回
目
に
あ
た
る
。
対
象
地
は
朝
堂
東
第
四
堂
と
東
面
回
廊
で
、
南
区

（
一
四

一

次
）
と
北
区

（
一
四
四
次
）
の
二
つ
に
分
け
て
、
計
二
〇
二
四
ポ
を
調
査
し
た
。

検
出
し
た
主
な
遺
構
は
、
藤
原
宮
以
前
の
古
墳
周
濠

・
落
ち
込
み

・
溝
、
藤
原

宮
期
の
朝
堂
院
東
第
四
堂

・
東
面
回
廊
と
そ
の
関
連
遺
構
、
平
安
時
代
の
上
坑

で
あ
る
。
以
下
、
木
簡
の
出
上
し
た
南
区

（
一
四

一次
）
の
東
面
回
廊
の
調
査

概
要
に
し
ぼ
つ
て
述
べ
る
。

東
面
回
廊
の
基
壇
は
完
全
に
削
平
さ
れ
、
西
雨
落
溝
Ｓ
Ｄ
九
〇
〇
二
、
東
雨

落
溝
に
先
行
す
る
下
層
の
造
営
時
の
溝
Ｓ
Ｄ
九
〇
四
〇
、
足
場
穴
四
基
を
検
出

す
る
に
と
ど
ま
つ
た
。
ま
た
回
廊
よ
り
も
東
方
で
、
造
営
時
の
整
地
土
に
よ
っ

て
完
全
に
覆
わ
れ
た
南
北
大
溝
Ｓ
Ｄ
九
人

一
五
と
、
そ
の
西
側
に
接
す
る
土
坑

Ｓ
Ｋ

一
〇
五
〇
五
を
検
出
し
た
。

木
簡
は
、
南
北
溝
Ｓ
Ｄ
九
人

一
五
か
ら
削
婿

一
点
が
出
土
し
た
。
Ｓ
Ｄ
九
八

一
五
は
幅
約
二
ｍ
深
さ
〇

・
四
ｍ
で
、
造
営
時
に
生
じ
た
廃
材

（瓦
片
。
木
婿

な
ど
）
を
含
む
。
こ
の
溝
は
す
ぐ
南
の
第

一
二
人
次
調
査
で
も
検
出
し
て
お
り
、

本
簡
五
〇
〇
〇
点
以
上
が
出
土
し
て
い
る

（本
誌
第
二
七
号
）。
そ
れ
に
よ
れ
ば
、

大
宝
年
間

（七
〇
一
～
七
〇
四
）
の
木
簡
が
主
体
を
占
め
、
大
宝
三
年

（七
〇

〓
じ

の
紀
年
銘
木
簡
も
含
ま
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
東
面
回
廊
の
完
成
は
大
宝

三
年
以
後
ま
で
遅
れ
る
可
能
性
が
高
ま
っ
て
い
る
。

８
　
木
簡
の
釈
文

・
内
容

①

　

口
国
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ｏ】

９
　
関
係
文
献

奈
良
文
化
財
研
究
所

『奈
良
文
化
財
研
究
所
紀
要
二
〇
〇
七
』
０
一〇
〇
七

年
）同

『飛
鳥
。
藤
原
宮
発
掘
調
査
出
土
木
簡
概
報
』
二
一　
全
一〇
〇
七
年
）

（市
　
大
樹
）
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